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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第１四半期 1,973 10.7 △23 - △27 - △23 - 

28年３月期第１四半期 1,783 6.9 △93 - △92 - △68 - 
 
（注）包括利益 29年３月期第１四半期 △30 百万円 （-％）   28年３月期第１四半期 △55 百万円 （-％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第１四半期 △1.30 - 

28年３月期第１四半期 △3.76 - 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第１四半期 7,433 2,304 31.0 

28年３月期 8,148 2,389 29.3 
 
（参考）自己資本 29年３月期第１四半期 2,301 百万円   28年３月期 2,386 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
28年３月期 - 3.00 - 3.00 6.00 
29年３月期 -         
29年３月期（予想）   3.00 - 3.00 6.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 4,700 4.1 60 8.4 50 △4.8 40 25.2 2.19 

通期 9,900 1.5 200 101.4 180 115.6 130 148.0 7.12 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は３ページ２.サマリー情報(注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計

処理の適用をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期１Ｑ 18,622,544 株 28年３月期 18,622,544 株 

②  期末自己株式数 29年３月期１Ｑ 367,536 株 28年３月期 365,224 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期１Ｑ 18,256,416 株 28年３月期１Ｑ 18,261,129 株 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

なお、上記予想の前提条件等に関する事項につきましては、2ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３)

連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率改正の延期が決定し雇用情勢も引き続き改善傾向に

ありますが、中国やその他の新興国経済の成長鈍化、英国のEU離脱が国民投票で可決された影響により、円高、株

安が進行するなど、先行き不透明な状況で推移しました。 

 当社グループにおきましては、東日本大震災の復興事業における海岸堤防、防潮堤工事の受注による製品納入が

進捗し、前年同四半期と比べて、売上高および収益ともに増加いたしました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、1,973百万円（前年同四半期比190百万円増）と

なり、営業損失23百万円（前年同四半期は93百万円の営業損失）、経常損失27百万円（前年同四半期は92百万円の

経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失23百万円（前年同四半期は68百万円の親会社株主に帰属する四半

期純損失）となりました。 

 事業別の売上高は、型枠貸与事業が297百万円（前年同四半期比7百万円増）、資材・製品販売事業が1,675百万

円（前年同四半期比182百万円増）となりました。 

 収益面では、型枠貸与事業の営業利益が1百万円（前年同四半期は62百万円の営業損失）、資材・製品販売事業

の営業損失が25百万円（前年同四半期は31百万円の営業損失）と前年同四半期より型枠貸与事業は増加し、資材・

製品販売事業は資材等の原価の上昇により減少いたしました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は7,433百万円となり、前連結会計年度末比714百万円の減少と

なりました。

 その主な要因は、受取手形及び売掛金の減少860百万円、電子記録債権の減少216百万円、現金及び預金の増

加211百万円および商品及び製品の増加117百万円等によるものであります。

②負債

 当第１四半期連結会計期間末における負債は5,129百万円となり、前連結会計年度末比628百万円の減少とな

りました。

 その主な要因は、支払手形及び買掛金の減少772百万円、リース債務の減少82百万円および長期借入金の増加

90百万円等によるものであります。

③純資産

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は2,304百万円となり、前連結会計年度末比85百万円の減少とな

りました。

 その主な要因は、剰余金の配当ならびに親会社株主に帰属する四半期純損失による利益剰余金の減少78百万

円、およびその他有価証券評価差額金の減少6百万円等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 第２四半期連結累計期間および通期の業績につきましては、平成28年５月13日に公表いたしました業績予想と変

更はございません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 会計方針の変更 

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（４）追加情報 

 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 542,528 754,233 

受取手形及び売掛金 3,809,357 2,949,079 

電子記録債権 563,909 347,474 

商品及び製品 1,945,540 2,063,248 

原材料及び貯蔵品 4,341 8,683 

繰延税金資産 3,700 10,100 

その他 149,798 202,927 

貸倒引当金 △9,530 △9,926 

流動資産合計 7,009,645 6,325,820 

固定資産    

有形固定資産    

リース資産（純額） 520,444 441,380 

建設仮勘定 9,100 9,100 

その他（純額） 148,417 199,967 

有形固定資産合計 677,962 650,447 

無形固定資産 19,961 18,961 

投資その他の資産    

投資有価証券 265,025 259,055 

長期貸付金 76,500 76,500 

その他 321,237 324,921 

貸倒引当金 △222,234 △222,226 

投資その他の資産合計 440,527 438,251 

固定資産合計 1,138,451 1,107,660 

資産合計 8,148,097 7,433,480 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,581,081 2,808,979 

短期借入金 900,000 946,000 

1年内返済予定の長期借入金 153,636 202,832 

未払金 108,028 127,880 

リース債務 272,131 216,677 

未払法人税等 10,654 5,725 

その他 78,897 102,616 

流動負債合計 5,104,429 4,410,711 

固定負債    

長期借入金 292,572 383,134 

リース債務 271,766 244,285 

繰延税金負債 739 1,294 

退職給付に係る負債 67,403 68,524 

その他 21,436 21,436 

固定負債合計 653,917 718,675 

負債合計 5,758,347 5,129,386 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,004,427 1,004,427 

資本剰余金 541,702 541,702 

利益剰余金 881,455 802,935 

自己株式 △62,797 △63,169 

株主資本合計 2,364,788 2,285,896 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 21,699 15,174 

その他の包括利益累計額合計 21,699 15,174 

非支配株主持分 3,261 3,023 

純資産合計 2,389,749 2,304,094 

負債純資産合計 8,148,097 7,433,480 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 1,783,072 1,973,264 

売上原価 1,507,275 1,626,570 

売上総利益 275,796 346,694 

販売費及び一般管理費 369,586 370,440 

営業損失（△） △93,790 △23,745 

営業外収益    

受取利息 284 208 

受取配当金 3,223 2,450 

たな卸資産処分益 581 1,079 

貸倒引当金戻入額 485 - 

為替差益 0 - 

その他 1,959 344 

営業外収益合計 6,533 4,083 

営業外費用    

支払利息 4,254 5,114 

為替差損 - 36 

手形売却損 588 2,395 

その他 - 120 

営業外費用合計 4,843 7,666 

経常損失（△） △92,100 △27,329 

税金等調整前四半期純損失（△） △92,100 △27,329 

法人税等 △22,364 △3,343 

四半期純損失（△） △69,735 △23,985 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △986 △238 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △68,748 △23,747 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純損失（△） △69,735 △23,985 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,843 △6,525 

その他の包括利益合計 13,843 △6,525 

四半期包括利益 △55,892 △30,511 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △54,905 △30,272 

非支配株主に係る四半期包括利益 △986 △238 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高および損失の金額に関する情報

    （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  型枠貸与事業 

資材・製品販売 
事業 

売上高      

外部顧客への売上高 290,461 1,492,610 1,783,072 

セグメント間の内部売上高又は振
替高 

- - - 

計 290,461 1,492,610 1,783,072 

セグメント損失(△) △62,156 △31,633 △93,790 

 
２．報告セグメントの損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

                                （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △93,790

セグメント間取引消去 -

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △93,790

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報
    該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

    （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  型枠貸与事業 

資材・製品販売 
事業 

売上高      

外部顧客への売上高 297,712 1,675,552 1,973,264 

セグメント間の内部売上高又は振
替高 

- - - 

計 297,712 1,675,552 1,973,264 

セグメント利益又は損失(△) 1,623 △25,369 △23,745 

 
２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

                                （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △23,745 

セグメント間取引消去 -

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △23,745 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

    該当事項はありません。
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